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Homogenepus Bethe lattice(HBL)におけ.る percolatior)problem は,

Essarrr Fisherによりgeneratingfunctior)が求められているので,必要な量は

計算 できる状況にあるが, inhomoger)eous Bethe lattice(IHBL)については余

り議論されていないと思 う. IHBLの作 り方はいろいろ考えられるが, とりあえず次

に述べる IHBI｣で CriticalpercolationprobabilityP｡を求めてみようo

まず,ベ-テ格子になるべき無限個の格子点が存在し,我々はそこにボンドをある確

率で置 く｡ HBI｣では,どこでも,-様な確率 pでボンドが置かれるが,ここでは,

IHBL として一つの格子点の周 りのボンドの占有率は一様 でなく･ pl,p2,･･･-･pz

であると考えるo その状態は各格子点で同じであるo ここで piは格子点から i一方向

に向 って出るボンドの占有率である｡

この模型の応用は特に考えていないけれどHBI｣が果樹園の病気の伝染の問題に適用

されると言われているが,この画題 で老えると,一方向から風が吹くとすると,順風の

方向-は伝染し易く,送風の方-は伝染 し難いと考えられ, IHBLで考えることが必

要になってくる｡

応用はともかくとして,上述の模型で pcを求めてみるo Qiは任意の格子点で考え
て i一方向には無限のクラスターが出来ていない確率 とすると

Qi- 1-pi+ piiH*iQj

が成立つ｡少し変形すると

Qi2- (1-pi)Qi- Pie - 0

ただし Q - F Qi｡

従 って
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Qi- ÷ f(1-pi)+

･ Q-貢 ‡(- pi)+

(- pi)2+ 4piQl

(ー pi)2←4piQl

p｡ は Qが Q-1なる重根をもつ条件により与えられるので,

z pi
∑ = 1
i-1 1+pi

ここで Z- 3に限 り

p l :pZ :p3 - 1:a:b

とした とき, plc は図 1の様に得 られるo

又,クラスターの大きさ S が pc の近傍でHBLと同様に

S一 (p-pc)~1

なる形で発散することを,

S を p の巾級数 で求め

ratio method を用い

て調べた｡

栄) この解法は石井氏により

指適されたので著者はその

後の計算で(4)は次の行列式

であらわされることを確か

めた｡これはもつと簡単な

導 き方があることを暗示 し

ている｡

(3)

米(4)

ヨ (但 し ｡_<a≦1,｡≦b≦1)

図 1 臨界濃度
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枝分れ高分子の相変化
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枝 分 れ 高 分 子 の 相 変 化
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模型的に考えて,抗原には f個の違 った ｢穴｣があいていると考え,これに f種類の

抗体の各々が結合できると考える｡ 抗体は棒状で両端が抗原の ｢穴｣にはさまれること

ができると考える｡これらが相結合 し

て右図のように ｢分子｣を作ると考え

る｡この ｢分子｣が ｢巨大分子｣にな

りうるためには抗原,抗体の数の割合

がどのようにあればよいかなどを老戻

る｡ これらは ｢木｣のような形をして

いると考えるので,いわゆる ｢べ-チ

格子｣上に配布されていると考えられ

る｡ 抗原の数 N,各抗体の数 Nk(k-

1,2,-f),それに分子数 M を一定

とする条件のもとにェントロピー極大

の原理より最確分布
第 1図 木 (∩-3,
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11=1･i2=2,i3-0


